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デβイϯηϯスのֶతٻʙγスςϜのΓにҙਤをࠐめɺγスςϜのΓにͦのҙਤをټΉ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　ιフトウェΞ開発自体へのڧいڵ味が最も重要です。ୡਓプロάラマである必要はありませんが、プロάラミンά能力はιフトウェΞ
やシステムの開発を研究する上で大いなるثでもあります。また、౷ܭの基礎的な数学の素ཆがあれ分ੳのॿけになります。

研究室の指導方針
　本研究室では、学生の主体性を重視したࢦಋ体੍を構ஙしています。学生֤自がڵ味を持ち、自主的に進めることができる研究テー
マをؒ࣌をかけて決めます。研究室内での論จྠߨや研究発දは、研究テーマを決める上でのॿけになるとともに、論理的ߟࢥ能力
の上につながります。国内֎との共同研究もんで、必要であれւ֎や国内研究機関との共同研究のためのظインターンシップ
をܭ画します。研究成Ռに関してはੵۃ的な対֎発දを推し、国内研究会、国ࡍ会議や論จࢽでの成Ռ発දを目ࢦします。

この研究で身につく能力
　本研究室では、「༏れた設ܭϞデϧが備͑る「センスのྑさ」の本࣭を୳ٻし、センスのよいϞデϧ化能力を備͑たਓ材をҭ成すること」
を主要ミッションの一つとଊ͑、そのためのΞプローチとして「デβインセンスの工学的ٻ」を目ࢦしています。つまり、ײや経験
ଇにґらず、༏れた設ܭϞデϧの本࣭を工学的にઆ໌Մ能とする能力をཆいます。Ϟデϧ化技術のόックάラウンυには、ޠݴࣜܗ理
論やオートマトン、プロセス数、άラフ理論など基礎分野が数多く関連し、これらのԆ上には6.Lをはじめとする設ޠݴܭやデβ
インύターン、ΞーΩテクチϟなど、さらにはۙではクラウυ基盤設ܭなどの様々な応用技術がଘࡏしていますが、これらの分野につ
いても日 、々教ҭ・研究を重Ͷていきます。

修了生の活躍の場
　ιフトウェΞ開発（࢜通、サイϘウζ、SonZ、NEC、日立製࡞所、౦ࣳなど）、情報通信（NTT、υίϞなど）、ۭߤӉ（I)I、有ਓ
Ӊシステム）、ίンサϧタント（1wC、ΞクセンチϡΞ）、8ebܥ（ϐクシϒ）、大学・高ઐ（金大学、同ࢤ社大学、๛ా高ઐ）、ى業

研究内容　
　ιϑτΣΞઃࣨڀݚֶܭͰɺιϑτΣΞΫϥυίϯϐϡʔςΟϯάγεςϜͷ։ ɾൃઃܭΛࢧԉ͢Δٕज़ʹ͍ͭͯڀݚΛ行ͬ
͍ͯ· ɻ͢ಛʹɺιϑτΣΞͷ։ൃఔɺ͢ͳΘͪιϑτΣΞϓϩηεͷੳվળΛओʹਾ͍͑ͯ· ɻ͢ιϑτΣΞٕज़ɺ
ՈిܞଳిͳͲͷ֤छΈࠐΈثػͷ։ൃɺΫϥυίϯϐϡʔςΟϯάʹද͞ΕΔۙͷࣾձج൫γεςϜߏஙͳͲɺ
զʑͷੜ׆ʹ広͘ਁಁ͍ͯ͠· ɻ͢ιϑτΣΞϓϩηεٕज़ྑ࣭ͳιϑτΣΞΛ安ఆͯ͠ੜ͠࢈ଓ͚ΔͨΊͷݤͰ͋Γɺ෯広͍
野ʹ͓͍͔ͯܽͤͳ͍ͷͱͳͬͯ ͖͍ͯ· ɻ͢
˔ιϑτΣΞઃܭɾ։ൃϓϩηεͷੳͱূݕ
ۙɺιϑτΣΞ։ൃ大نɾෳࡶԽͷ一్ΛͨͲͬͯ ͓Γɺڊ大ͳγεςϜͷ։ൃʹ
千ਓͷ։ൃऀɺेͷ։ൃձ͕ࣾؔΘΔ͜ͱ͋Γ· ɻ͢本ࣨڀݚͰɺ͜ͷΑ͏ͳιϑτ
ΣΞ։ൃϓϩδΣΫτ͔Βੜ·ΕΔιʔείʔυ։ൃཤྺɺ։ൃऀؒͷΓऔΓͳͲ։ൃϓϩ
ηεʹؔ͢Δଟ༷Ͱ大نͳσʔλΛ૬खʹɺ౷ܭղੳػցֶशɺࣗવޠݴॲཧͳͲͷٕज़
ΛԠ༻͠ɺੳΛࢼΈ͍ͯ· ɻ͢ੳ݁Ռ։ൃϓϩηεͷվળɺιϑτΣΞͷ࣭保ূʹ
ཱ͍ͯͯ· ɻ͢
˔Ϋϥυج൫γεςϜͷઃܭɾ։ൃ
ۙͷΫϥυͷඈ༂తͳීٴͷഎܠʹɺιϑτΣΞٕज़ʹΑΓݯࢿػࢉܭΛԾԽ͢Δ͜
ͱͰɺڥػࢉܭͷߏஙɾඋΛಈత͔ͭࣗಈతʹ実行Ͱ͖ΔΑ͏ʹͳͬͯ ͖ͨ͜ͱ͕͋Γ· ɻ͢
本ࣨڀݚͰݯࢿػࢉܭΛιϑτΣΞͰͬͯ ·ΛਐΊ͍ͯڀݚΔٕज़ͷ͢ޚ੍ ɻ͢ಛʹɺωο
τϫʔΫͷιϑτΣΞ੍ٕޚज़Ͱ͋ΔSoGUXBSF %FpnFE /FUXoSking 
	S%/
 ٕज़Λ中৺ʹɺΫϥυήʔϛϯάɺϏοάσʔλղੳɺػցֶशɺ
*o5ͳͲɺΫϥυΛ͑ࢧΔͨΊͷιϑτΣΞٕज़Λ広͔ͭ͘ਂ͘求͠
͍ͯ· ɻ͢
˔高ੑࢉܭιϑτΣΞͷઃܭɾ։ൃ
1C্ͰෆՄͳنͷࢉܭΛ実͢ݱΔ高ੑػࢉܭ（εʔύίϯϐϡʔ
λ）ɺఱؾ༧ใͷΑ͏ʹۙͳͱ͜Ζ͔ΒɺϏοάσʔλղੳਓ知
ͷڀݚ։ൃʹࢸΔ·Ͱɺ෯広͍ྖҬʹ͓͍ͯ利׆༻͞Ε͍ͯ· ɻ͢本ݚ
֊ɺγεςϜιϑτΣΞɺϋʔυΣΞɺҟͳΔࢉܭͰɺࣨڀ
ͷٕػࢉܭज़Λਨ直తʹ౷合͠ɺ高ੑػࢉܭͷੑΛ࠷大ݶʹҾ͖
出͢͜ͱ͕Ͱ͖ΔΞϓϦέʔγϣϯ͓ΑͼϛυϧΣΞΛઃܭɾ։ൃ͍ͯ͠
· ɻ͢

研究設備
　実ޮ༰ྔ��TBの高高信པωットϫークストϨージと、合ܭ���ίΞ
を有するϒϨーυサーό܈をԾ化プラットフΥームにより౷合したιフト
ウェΞ解ੳおよͼクラウυίンϐϡーティンά研究のためのプライϕートク
ラウυシステム。共同研究のԼ、�����݄ࡏݱ、日本最のスーύίン
ϐϡータABCIおよͼੈք最のスーύίンϐϡータSVmmitをར用Մ能。

研究業・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
˙(EIOT（「Ϟϊのインターωット」分野でのάローόϧΞントϨプϨφーҭ成

プロάラム） 
˙Dross9Dross(クロス・όイ・クロス)（多໘的クロスオーόー 1BLܕのΞン

トϨプϨφーҭ成プロάラム） 
˙en1iT�、en1iT-1ro（成分野を支͑る情報技術ਓ材のҭ成拠点のܗ成） 
˙13A(.A-ENT（大ن国ࡍSDNテストϕッυの構ங） 
˙産業技術૯合研究所
˙Ӊۭߤ研究開発機構（+A9A）
˙国立情報学研究所 
˙大阪大学、6niWersitZ oG CaliGornia San DieHo、,asetsart 6niWersitZ、

2Veen�s 6niWersitZ、6niWersitZ oG ViDtoria、Oak 3idHe National 
LaboratorZ ଞとの共同研究多数

0SS ͷιʔγϟϧωοτϫʔΫղੳπʔϧ

0Qen'lPX ʹ ΑΔࡍࠃԾωοτϫʔΫςετϕου

（写真左から）
教授：൧ా　ݩ iida@itD.naist.jp
客員教授：宮Լ ܟ miZasita@atr.jp
准教授：市　Ꮴฏ iDhikawa@is.naist.jp
客員准教授：高Ҫ　རݑ takai@is.naist.jp
客員准教授：ా中　߁ ZasVshi-tanaka@is.naist.jp
ॿ教：高橋　ܛஐ keiDhi@is.naist.jp
ಛॿ教：ฏඌ　ढ़و hirao.toshiki.ho�@is.naist.jp
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